
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 
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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果     

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み     

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 おみごと文庫編纂事業 

事業主体 

（連絡先） 

麻績村 

 電話：０２６３－６７－３００１（代） FAX：０２６３－６７－３０９４ 

事業区分 ③教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  868,094円（うち支援金：651,000円） 

①地域の宝の伝承 

②昔ながらの行事の伝承 

③地域愛着心の醸成 

④村内外の住民の交流 

※自己評価【ＡＡＡＡ】 

【理由】 

 村内各地（戸）で継続実施され

ている主な行事をまとめる趣旨を

各関係者が理解協力していただ

き、編纂する事ができた。 

【【【【編集会議取材の様子編集会議取材の様子編集会議取材の様子編集会議取材の様子】】】】 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

本冊子の編纂に多くの方（郷土史家、伝統行事を継続

しておられる方々、昔の思い出を語っていただいた方々 

など）３０人以上に携わっていただき、昔の出来事や行

事などを、語らい、思いだしながらの編集会議になり開

催、再現できたことは大変良かった。 

また、同じ村内でも行事を実施していない地区住民

や、行事を現在は継続していない住民、移住者にも興味

を持っていただくことができ、村への理解や郷土愛が深

まり、村内外の住民の交流が図られた。 

伝統的な地域文化を知らない住民や移住者等に対し

て郷土料理や伝統行事などを分かりやすく伝え、後世に

継承していくと同時に村の魅力の新たな発信材料とし

て、平成 26年度は地域内で継承されている「伝統行事」

をまとめることができた。 

伝統行事の取材する際、「麻績の歴史を学ぶ会」の代

表者 4名と、地域の伝統行事関係者３０名以上の住民や

関係者に携わっていただいた。 

完成品は村民が自由に読むことができる他、小中学校での地域を学ぶ時間での活用、都市部と

の交流イベントにおける活用や、伝統行事の参考資料・地域を学ぶ学習に活用するなど、村内外

において継続的に利用していきたい。 

  


